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にそれが l 型および 2 型に分離できることが示された。本研究では，初代培養アストロサイトを用いて
ヒスタミン Hl および H2受容体サブタイプの発現およびそれぞれの分布について検討した。
(材料と方法)
(1)初代培養アストロサイトの調整
生直後 (48時間以内)の Wistar 系ラットの大脳皮質より Frangakis らの方法および Aloisi らの方
法により 1 型および 2 型初代培養アストロサイトを調整した。
(2) イノシトールリン酸の測定




(3) サイクリック AMP の測定
1 型および 2 型初代培養アストロサイトを0.5mM イソブチルメチルキサンチン(IBMX) を含む
カノレチャーメディウム中で，ヒスタミンにより刺激し，トリクロロ酢酸(最終濃度 3 %)を加え反応
を停止せしめた。細胞内に蓄積したサイクリック AMP はラジオイムノアッセイキット (Cyclic AMP 
assay kit “Yamasa" Yamasa Syouyu, Japan) を使用して測定した。
(総括)
(1) 1 型および 2 型初代培養アストロサイトを用いて，ヒスタミン刺激によるイノシトールリン酸およ
びサイクリック AMP の蓄積を見ることにより，二種のアストロサイトについて，ヒスタミン H1 およ
び H2受容体サブタイプの発現を調べた。
(2) ヒスタミンは 2 型アストロサイトにおいて， H1受容体を介するイノシトールリン酸の蓄積を促進し
たが， 1 型アストロサイトでは促進しなかった。
(3) ヒスタミンは 1 型初代培養アストロサイトにおいて， H2受容体を介するサイクリック AMP の蓄積
を促進したが， 2 型アストロサイトでは促進しなかった。





研究は， 1 型および 2 型初代培養アストロサイトを用いて， 1 型アストロサイトには H2受容体が， 2 型
アストロサイトには H1受容体が発現していることを証明した。前者は AMP の増量を，後者は PI 代謝
回転を促進させるO これによりアストロサイトはヒスタミン神経の標的細胞の一つであることが強く示
唆された。この知見は独創的であり本論文は学位に値すると考えられる。
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